
井戸端パーティー
長崎市に住む人、働く人、学ぶ
人が互いに“顔見知り”になる
ことを目的とした「井戸端パー
ティー」。
ホームページでさまざまな交
流の場を紹介しています。

中央地域センター　☎829-1418

活動で笑顔になる人を増やしたい 記事全文は上記
ホームページで。井戸端パーティーを活用

しているかたをご紹介！

　今回の井戸端peopleは、長崎大学全学サークル「しし
のこプロジェクト」の代表を務める大久保さん。ししのこプ
ロジェクトは、子育て支援や環境問題といった社会課題に目
を向け、解決のために「自分たちにできることから始めてみ
よう」という思いから発足されたサークルです。
　大久保さんは中でも「子育て支援プロジェクト」に重点的
に取り組んでいます。子どもが安心して走りまわったり、雨
の日に遊んだりする場所がほしいという保護者の思いを実
現するため、親子向けのイベントや託児施設でのお遊び会
を企画し、運営しています。6月には同大学の体育館で親子
運動会を開催し、多くの親子が参加しました。玉入れやジェ
スチャーゲームなどがあり、子どもたちは大盛り上がりだっ
たそう。また、保護者同士も交流を楽しんでいました。
　ししのこプロジェクトのイベント情報は、「井戸端パー
ティー」ホームページへ随時掲載しているのでお楽しみに！

FacebookInstagramホームページ

長崎大学全学サークル ししのこプロジェクト代表

大久保 花
は な え

笑さん

どーんという音で正午を知らせる大砲

どんの山公園（元町）お
題

まちの自慢を募集！
「広報ながさき」で紹介して欲しい、まちの自慢
を募集しています。自薦・他薦は問いません。
はがきか市ホームページでご応募ください。

　明治11年、十善寺郷に日本初の地方測候所である長崎測
候所（現在の長崎地方気象台）が設置されたよ。その後、風
取山に移転し、明治36年に午砲台が置かれたよ。正午にな
ると空砲を撃って、みんなに時間を知らせていたんだ。市職
員が火薬を持って山に登り、大砲を撃っていたらしい。
　山から地鳴りのような、どーんという音が鳴るから、風取
山はいつしか「どんの山」と呼ばれるようになったんだ。この
時報は昭和16年まで38年間続いていたよ。農作業に精を
出して、音が鳴ったら昼ご飯を食べに帰ったんだろうな。今
では「どんの山公園」になっていて、午砲台も見ることができ
るから行ってみてね。

この公園は長崎が
舞台のアニメ「色づ
く世界の明日から」
に登場するよ
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